
科目 講師 提出
25年 月 日

学科 学年
前期
後期

＜講義目的＞ この教科を学び、どのような力・知識が身に付くのか。

<講義概要>

講義 100 ％ 演習 ％ 実習 ％

＜到達目標レベル（何を、どのレベルに）＞

＜レッスンプラン（時限ごとの項目スケジュール概要）＞

回

＜授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）＞

＜成績評価方法・基準＞

その他（　　　％）

↳ （ ）

＜教員紹介＞

JTBにて主に教育旅行の法人営業を担当し、国内・海外への添乗経験が豊富である。ベネッセコーポレーションへの出向で教育関連事業の経験もあり。JTB本社事
業創造部では企画開発業務も担務する。

レポート（　　　 ％）

評価方法 講義時限内 実技試験（　　　％） 受講態度（10　％） 作品（　　　　　％）

15 振り返りテスト、期末試験対策授業 講師作成資料

講義の復習をしっかりとすること

試験と 試験期間中 評価
方法

筆記試験（ 90％） 小テスト（　　　　　％）

13 8月の時事問題の読解と発表、世界の主要国について一般常識を学ぶ（アフリカ諸国） 講師作成資料

14 9月の時事問題の読解と発表、世界の主要国について一般常識を学ぶ（オーストラリア、その他の国々） 講師作成資料

11 7月第1週の時事問題の読解と発表、世界の主要国について一般常識を学ぶ（イギリス・フランス・スペイン・ドイツ） 講師作成資料

12 7月第2週の時事問題の読解と発表、世界の主要国について一般常識を学ぶ（その他ヨーロッパ） 講師作成資料

9 ６月第3週の時事問題の読解と発表、世界の主要国について一般常識を学ぶ（アメリカ） 講師作成資料

10 6月第4週の時事問題の読解と発表、世界の主要国について一般常識を学ぶ（カナダ・中南米） 講師作成資料

8 6月第2週の時事問題の読解と発表、世界の主要国について一般常識を学ぶ（東南アジア・東アジア） 講師作成資料

6 意思決定の手法（スケジュール管理・推定の考え方を身につける） 講師作成資料

7 6月第1週の時事問題の読解と発表、世界の主要国について一般常識を学ぶ（中国・韓国） 講師作成資料

4 基本的なデータ分析①（平均・損益分岐点の分析・複利計算の考え方を身につける） 講師作成資料

5 基本的なデータ分析②（確率・期待値を使った考え方を身につける） 講師作成資料

3 データを扱う基本（分ける・比べる・割るというデータを扱う基本を身につける 講師作成資料

1 開講にあたり／目的／入学時実力テストの復習と解説 講師作成資料

2 ビジネス数学の概要・グラフの活用（「数学」と「ビジネス数学」の違いを理解する。グラフの適切な使い方を身につける 講師作成資料

＜授業計画全体における講義・演習・実習の割合＞

①語彙力：新聞などのニュースを読み、理解できるレベルになる
②一般常識：就職活動および社会人として必要な一般常識が身につけられたレベルになる
③読解力：時事のニュースに対する理解力が身につけられたレベルになる
④プレゼン力：人前ではっきりと自分の意見を述べることができるレベルになる

授業計画 テキスト・使用資料その他 学生PC利用

就職活動のおける一般教養（言語・非言語）を学ぶ。また社会に出てからお客様対応をするにあたって必要な地理・歴史などの社会常識を学ぶ

語彙力、読解力を高める。一般教養では幅広い問題に目を向け、課題に取り組むことにより知識を深めていく。プレゼン力の向上においては、新聞その他のメディ
アの情報から題材をとり、ホテル・ブライダルおよびツーリズム産業において考えを深め、発表する能力を養う

<授業の進め方>

　　講義　　　　　グループワーク　　　　　実技・演習　　　　　フィールドワーク　　　　　実習
　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

国際ホテル＆ブライダル科 1年
○ 講義時限数 15

単位数 2

2025年度　シラバス＆レッスンプラン

一般教養 清宮芳夫
2 14

授業の方法 講義


